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まえがき＝当社では建築鉄骨，建設機械，橋梁，造船な
どの産業で多く適用されている中厚板向けに，溶接ロボ
ットシステムを開発・販売しており，溶接工程の自動化・
省人化を通じてお客様の生産性向上に貢献している。こ
れらの産業で製作される部材の溶接では，ワークサイズ
が大きく組立誤差によって部材間に隙間が生じたり，多
層盛り溶接により繰り返し熱が加わることで熱ひずみが
生じたりすることで，溶接の狙い位置がずれて健全な溶
接が行えない場合がある。また，建築鉄骨分野では入熱
量やパス間温度管理の基準が定められており，毎回手動
で温度計測を行う必要がある。
　これらの課題に対して，溶接ロボットシステムにレー
ザセンサや非接触温度センサなどを接続し，形状や温度
を測定および自動制御することで，さらなる溶接の自動
化を進めている。レーザセンサはレーザ光を用いてルー
ト間隔を計測し，計測結果に基づき最適な溶接条件を自
動で選択するもので，従来熟練工が半自動溶接で行って
いた隙間埋め溶接の自動化が可能になる。また，二種類
の計測方法を搭載しており，計測箇所に応じて適切な方
法を適用することでタクトタイムを最小化できる。いっ

ぽう，温度センサを用いることにより，パス間温度の測
定および管理が自動化されるため，サイクルタイムの削
減や省人化による生産性の向上につながる。
　このように溶接ロボットシステムと測定技術を組み合
わせて自動化を推進して∵
トシステム自炭肉により，従嵐磁腫溶摂肴業とぴ 要
っ産 綾肴業やロボットの 崎，センセン薦鉱曽やタΗ

の 弔 と あ り な 委 ら ぴ 飾 ∥ 肴 業 な ∵ 臋
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る機能が挙げられる。本機能により，手動でカメラを動


